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一般的な医学部での学生教育

• 1～4回生

• 全学共通科目、医学部専門科目の講義と実習

• 5・6回生

• 附属病院および学外病院での臨床実習

→実際の患者さん診療に参加する場で学ぶ

• 臨床実習に参加する前に、能力評価試験を実施

• 医療系大学間共用試験実施評価機構（CATO）が実施するCBTとOSCE

• 合否判定は全国統一水準で行う

• 今年（令和5年度）から法律に定められた公的試験として実施
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https://www.cato.or.jp/
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https://www.mext.go.jp/content/20230207-mxt_igaku-000026049_00001.pdf



病院での臨床実習に必要とされる資質・能力

• 医学知識

• CBT（Computer Based

Test）で評価する

• 異なる出題問題セットを

用いて、

IRT（項目反応理論）スコア

で評価する

• 診療技能および態度

• OSCE（Objective Structured

Clinical Examination）

で評価する

• 診療技能には医療面接も

含まれる

https://www.cato.or.jp/cbt/medical-osce/index.html
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医療面接とは？

• いわゆる、「問診」のこと

• 患者さんとのコミュニケーション（言語的，非言語的）により、

診療に必要な医学情報を収集する方法

• 実際には、診療現場である臨床実習の様々な場面で学習する

• 様々な背景をお持ちの患者さんが対象

• 様々な困難な場面を経験する

• 面接の技能だけでなく、患者への共感の修得も必要である。
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医療面接の教育方法

• 教科書、テキスト

• 模擬症例シナリオ

• 動画教材

• 模擬患者さん

• 一般市民ボランティア

• 医学部学生教育へのご協力

• OSCE試験でもご協力いただく

• 実際の医療面接場面を模した

シミュレーション実習で

学んでいた

• 新型コロナウイルス感染症の

期間に、実習実践が困難に

直面した
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医療面接シナリオ教材の例
• 場面設定：今朝、散歩から帰ってくる途中で腰痛が急に悪化し、体を起こすとふらふらするため受
診した。

• 主訴：腰痛

• 現病歴： 20年以上前から腰痛があり、ときどき悪くなったりまた少し楽になったりを繰り返してい
たが、昨日まで特に大きな変化はなかった。今朝早くから庭の掃除をして小一時間散歩し、家に入
る直前に突然、腰が痛いのに気づいた。いつもの腰痛だろうと気にせずにいたが、5分経たないう
ちに急速に強くなってきて、痛みのために歩くのもつらいほどになり、家に入るとすぐに布団に横
になった。腰から背中の下のほうにかけて今も非常に強い痛みがある。足のしびれなどはなく、足
に力も入り、立つこともできるが、体を起こすとなんだかふらふらしてしまい、周りにあるものに
つかまりながらでないとうまく歩けない。痛みが楽になる姿勢はなく、悪くなる姿勢もない。足の
指の色に特に変化はなく、足の痛みや腫れなどもない。腰痛があるのは体の表面ではなく、どちら
かと言えば体の奥のほうにある気がする。吐き気はない。特に転んだり腰をぶつけたりはしていな
い。

• ※ 他に聞かれた場合は「ありません。」と答えて下さい。
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このシナリオを模擬患者さんに覚えていただいて、医療面接実習時に患者役を
演じていただいて、学生の医療面接実習を行う



医学部学生への指導

• 患者さんとのコミュニケーションの重要性

• 質問の最初の段階では、開放型質問を用いること

• 患者さん自身に話してもらうように工夫する

• 必要な情報（OPQRSTA）は閉鎖型質問を用いる

• 発症、増悪要因、性質、放散、部位、時間経過、随伴症状

• 食欲、便通、睡眠、体重変化

• 既往歴、家族歴、心理・社会的情報の聴取
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医療面接実習のようす
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医学生

模擬患者

指導医

同じグループの医学生は
自分の出番以外の時に
他学生の医療面接を見学し、評価する

小部屋で少人数グループで実施
→新型コロナウイルス感染症禍では実施困難



医療面接実習のやり取りの例

• 医学部学生の山本あきらと

言います。これから先生の

診察の前にお話を伺わせてい

ただきますが、

よろしいでしょうか？

• 確認のためにお名前と

生年月日を教えてください。

• はい、お願いします。

• 谷口よしきです。

昭和43年

5月5日生まれです。

11

学生 模擬患者



• 今日はどうして病院へ

来られたのですか？

• そのことについてもう少し

詳しく聞かせてください。

• 腰が痛くなった後はどうされ

ていましたか？

• 以前にも腰が痛くなったこと

はありますか？

• 腰が痛くなりましたので、

診ていただきたくて来ました。

• 今朝の散歩の途中に急に

腰が痛くなりました。

• 横になっていました。

• じつは何年か前にも腰が痛く

なったことがありました。
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学生 模擬患者



新型コロナウイルス感染症禍において
医療面接チャットボットを作成

• 従来からあるチャットボットシステムに模擬症例シナリオを

組み込んだチャットボットを業者と共同で作成した。

• 開発段階ではChatGPTは利用していなかった。

• 新型コロナウイルス感染症禍においても、医学部学生が自宅等

からWEB上で医療面接について自主学習できる環境を構築。

• 医療面接模擬患者さんはご高齢の方が多いことも開発理由の

一つ
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チャットボットの
作りこみ作業

• 医学生からの質問に対する応答

内容を一つずつ設定しておく

• 医学生からの質問に順序を設定

しておく

• 応答内容は固定、質問内容に

対応幅をもたせた

• 初期はこの方法で医療面接

チャットボットを作成した
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実際にチャットボットを使ってみた結果

• 学生の評判は今一つ

• 模擬症例シナリオベースで作成すると、出力される応答は

事前設定事項のみであり、学生が入力する質問内容に対する

応答内容の柔軟性の点で難点があった。
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チャットボット改善
ヒントの作成・ChatGPTの利用

• 模擬症例シナリオ版をさらに調整したヒント版

• シナリオ版にChatGPTを組み合わせた版

および

• 医学部学生が、上記の取り組みとは全く別に、

ChatGPT＋LINEチャットボットで作成

• WEB記事を参考にして作成してくれた
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ヒント版

• 最初にシナリオに合わせて

作成した版にヒントを提示

する

• 学生が想定シナリオ通りに

進めるように（誘導できる

ように）設計した
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ChatGPT版

• 元になるシナリオ版

のデータはそのまま

• 想定外質問を

ChatGPTへ流す設計

とした
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５．ＣｈａｔＧＰＴ版

標準版１０シナリオをＣｈａｔＧＰＴで提供します。

■ＵＲＬ

■ＱＲコード ■最初の表示画面

https://kyoto-u-medgpt.12wva5qbd3sc.us-south.codeengine.appdomain.cloud/chat_top

ID: guest1
PWD: guest1

https://kyoto-u-medgpt.12wva5qbd3sc.us-south.codeengine.appdomain.cloud/chat_top


学生と作成した
ChatGPTを利用した医療面接チャットボット

• 医学部2回生の学生と共同で開発した。

• ChatGPTのAPIを利用して、LINEチャットボットを作成する

WEB記事を参考にした。

• LINEチャットボットに搭載することで、医学部学生が利用しや

すくなることを狙った。

• いとも簡単に出来上がった（ように見えた）ことに驚いた。

• 2023年7月に医学教育学会大会で医学生によるポスター発表。
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医学部学生がChatGPTを使って作成した版



学生作成版（GPT-3.5）

• GPT-3.5のAPI

で作成した版
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学生作成版（GPT-4）

• GPT-4のAPI

で作成した版
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医学教育学会大会医学生ポスター発表及び
教員向けハンズオンワークショップを開催

• 教員対象のハン

ズオンワーク

ショップの様子
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• 学生が作成した

ポスター



ChatGPT医療面接チャットボット
利用後アンケート調査結果
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チャットボットを教育に利用するメリット

• 実際の模擬患者さん実習前に、学生が自主的に医療面接

トレーニングに取り組むことができる

• 特に低学年医学部学生トレーニングに適している

• 模擬患者さん実習の時に自信をもって参加できる

• テキストログが入手できるため、事後解析が可能となる

• 学生の質問内容の修正点が分かり、フィードバックできる

• チャットボットの応答の修正ができる
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ChatGPT Builderが使えるようになりました
模擬患者役設定を自分で作ることが可能です
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動作設定指示を
ChatGPTに伝える

医療面接医学生役として
模擬患者役のChatGPTに
質問する

https://chat.openai.com/g/g-2RqmhXz7p-tanaka-ichiro



医学部・附属病院で生成AI勉強会を開催

• 医学部学生および附属病院教員に呼びかけ

• 対面＋Zoomハイブリッド方式で開催。

• 約50名の参加者

• 医学部学生2名がチャットボット

および文献検索法について講演した
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医学教育学会サイバーシンポジウムの開催

https://cybersymposium.jp/
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• https://www1.gifu-u.ac.jp/~medc/medicaleducation/seminarworkshop/2024/87th/index.html
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生成系AIを用いた医学教育実践についての
ワークショップを開催



まとめ

• ChatGPTを利用した医療面接チャットボットを企業や医学部

学生と協働して作成した。

• ChatGPTを利用することにより、生成される応答に柔軟性が

生じていた。

• 医学部での学生にも参加させる形での生成AIへの取り組みを

紹介した。

• 学生・教員が生成AIの利用方法を学ぶための場が必要と考える。
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ご清聴いただき、ありがとうございます

• ご意見やお問い合わせはメールでお願いいたします。

• yamamoto.akira.5a@kyoto-u.ac.jp
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